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農地調査係 ☎（22）7574
ご不明な点はお問い合わせください

いわき市農業委員会だより 第186号（2）2020年（令和２年）７月1日

8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！

実施スケジュール
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 ・・・・ 概ね6か月後

昨年の農地パトロール（営農型太陽光発電設備の設置に係る営農状況調査）昨年の農地パトロール（営農型太陽光発電設備の設置に係る営農状況調査）

　同パトロールのため、農業委員や農地利用最

適化推進委員が農地に立ち入ることがあります

ので、ご協力をお願いします。

　所有者の意向を踏まえ、農地を効率的に利用

できるよう、農地中間管理機構への貸出や、本

紙面「農地流動化情報」への掲載などの支援を

行います。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地に関し

ては、所有者・借受人に今後の利用方法の意向

を確認するための書類を郵送しますので、必ず

返信ください。

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、農業委員と農地利用最適化推進委員、事務

局職員が、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発生防

止・早期発見を目的に現地調査を実施するものです。また、広報車や市ホームページ等の広報活動を

通じて、市民への法制度の普及啓発を図ります。

農地パトロールへのご協力を

農地パトロール強化月間とは

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を農地パトロールへのご協力を

農地パトロール強化月間とは

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を

農地パトロール（利用状況調査）
農業委員・推進委員 集　計

利用意向調査
所有者等に郵送 集　計 協議の勧告郵 送 現地確認
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いわき市農業委員会だより（3）第186号 2020年（令和２年）７月1日

　全
国
の
農
業
委
員
会
が
作
成
す
る
広
報
紙
「
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
の
第
26
回
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
当
会

で
作
成
し
て
い
る
農
業
委
員
会
だ
よ
り
が
、
「
優
秀
賞
」
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
推
薦
を
受
け

応
募
の
あ
っ
た
農
業
委
員
会
だ
よ
り
や
各
種
広
報
紙
の
中
か

ら
、
厳
正
な
る
審
査
を
経
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

　取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
配
布
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
J
A
並
び
に
各
農
事
組
合
長
様
、
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な

立
派
な
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

　今
後
と
も
、
い
わ

き
市
農
業
委
員
会
だ

よ
り
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受賞受賞

　令
和
元
年
度
に
お
い
て
全
国
農
業
新
聞
普
及
に
顕
著
な
成

績
を
お
さ
め
た
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所 

二
田
孝
治
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　今
回
の
受
賞
は
、
全
国
農
業
新
聞
の
購
読
部
数
が
前
年
と

比
較
し
て
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
平
成
30

年
度
は
全
国
で
７
位
、
昨
年
度

は
全
国
１
位
の
増
加
数
と
な
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
併
せ
て
、
情
報
活
動

功
労
者
と
し
て
次
の
３
名
が
表

彰
さ
れ
ま

し
た
。

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
　

全
国
農
業
新
聞
情
報
活
動
表
彰

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

﹁
増
加
部
数
の
部
﹂

全
国
第
1
位
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いわき市農業委員会だより 第186号（4）2020年（令和２年）７月1日

　夏
、
青
葉
茂
れ
る
季
節
で
あ
る
。
山

野
は
緑
一
色
に
な
り
、
生
命
力
に
満
ち

溢
れ
る
。

　稲
と
て
例
外
で
は
な
い
。
田
植
え
の

時
は
何
と
な
く
頼
り
な
く
弱
々
し
か
っ

た
苗
も
、
こ
の
頃
に
は
力
強
い
姿
と
な

り
、
生
き
る
こ
と
を
謳
歌
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。

　畦
畔
の
雑
草
も
同
じ
で
、
夏
は
伸
び

る
の
が
早
い
。
刈
っ
て
き
れ
い
に
な
っ

た
と
思
う
の
は
ほ
ん
の
数
日
、
ま
た
生

え
出
し
て
く
る
の
で
、
こ
の
時
期
、
と

い
う
か
春
の
田
植
え
か
ら
秋
の
稲
刈
り

ま
で
の
間
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
畦

畔
の
草
刈
り
作
業
で
あ
る
。

　誰
も
が
一
番
大
変
な
作
業
と
口
に
す

る
。
頃
合
い
を
見
て
作
業
を
す
る
わ
け

だ
が
、
こ
の
頃
急
速
に
普
及
し
て
き
た

歩
行
型
の
草
刈
り
機
を
使
っ
て
も
重
労

働
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
暑

い
日
は
熱
中
症
の
心
配
も
あ
る
。

　稲
は
あ
と
一
か
月
も
す
れ
ば
出
穂
期

を
迎
え
、
さ
ら
に
一
か
月
半
後
に
は
刈

り
取
り
適
期
と
な
る
。
だ
が
今
は
ま
だ

途
中
。
管
理
に
手
が
か
か
る
。
夏
は
ま

だ
続
く
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　
鈴
木
義
直

　委員
）

代　表
細谷建築

ドローンを操作する細谷父子

（
撮
影
・
執
筆

　蛭
田
元
起

　編
集
委
員
長
）

細谷　弘幸さん（52歳）



農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

売りたい

農地調査係 ☎（22）7574
お問い合わせ

　上表の農地の詳細は、農地調査係へお問い合
わせください。

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

いわき市農業委員会だより（5）第186号 2020年（令和２年）７月1日

○
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
だ
け
が
加

　入
で
き
る
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金

　（
公
的
年
金
）
で
す
。

○
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ

　り
年
金
額
が
決
ま
る
積
み
立
て
方
式

　で
す
。

○
自
分
で
月
額
保
険
料
を
決
め
ら
れ
ま

　す
（
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
の
範
囲   

　内
の
千
円
単
位
）
。
ま
た
、
途
中
で

　月
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
任
意
脱
退
が
可
能
で
す
（
脱
退
一
時

　金
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間
に

　応
じ
、
任
意
脱
退
し
て
も
将
来
受
給

　で
き
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

○
加
入
後
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金

　（
月
額
4
0
0
円
）
に
も
加
入
し
て
い

　た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　農業者年金を受けて

いる方は、農業者年金

基金から毎年5月下旬に

郵送される「現況届」

の提出が必要となりま

す。

　提出期限は6月末日

となっております。ま

だお済みでない方は、

農業委員会事務局へ提

出してく

ださい。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

「農業者年金受給権
者現況届」の提出は
　お済みですか？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳
以

上
で
60
歳
未
満
で

す
か
？

国
民
年
金
の
第
1

号
被
保
険
者
で
す

か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い

ま
す
か
？

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.45

　農業委員会では、耕作を目的とする
農地情報の収集・提供を行っています。
　売買・貸借等の意向がある方は、是
非ご相談下さい。

1

2

3

畑

田

4.93

31.12

8.14

平下大越字山ノ神　(1筆)

三沢町弓張　　　　 (4筆)

常磐西郷町忠多　　(3筆)

　引
き
続
き
農
業

経
営
を
行
う
こ
と

を
条
件
に
、
贈
与

税
や
相
続
税
の
納

税
猶
予
の
適
用
を

受
け
て
い
る
農
地

は
、
農
業
経
営
の

廃
止
や
農
地
以
外

へ
の
転
用
、
耕
作

の
放
棄
な
ど
に
よ

り
、
一
部
例
外
を
除
い
て
納
税
猶
予
が

打
ち
切
ら
れ
、
面
積
に
応
じ
税
額
の
全

部
ま
た
は
一
部
に
利
子
税
を
付
し
て
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　農
地
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
農
地
の

相
続
等
に
よ
る
農
業
経
営
の
細
分
化
を

防
止
す
る
と
と
も
に
農
業
後
継
者
を
支

援
し
、
農
業
経
営
の
継
続
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
税
制
上
の
特
例
措
置
で

す
の
で
、
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
引
き
続
き
農
地
の
適
正
な
活
用
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

貸地も可能

貸地も可能

お問い合わせ

農政振興係　
☎（22）7534

畑・田



　「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
…
」

と
言
い
ま
す
が
、
昨
年
の
東

日
本
台
風
の
甚
大
な
被
害
の

傷
が
癒
え
な
い
う
ち
に
、
今

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
大
き

な
被
害
が
拡
が
っ
て
お
り
、

災
害
が
頻
繁
に
発
生
す
る
よ

う
に
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　
自
然
を
相
手
に
す
る
農
業

は
、
有
史
以
来
、
風
水
害
や

冷
害
、
地
震
等
、
様
々
な
災

害
と
の
闘
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
自

然
災
害
を
何
度
も
、
何
度
も

乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
異

常
気
象
が
多
く
な
り
、
今
後

は
災
害
が
多
発
す
る
と
の
予

測
が
あ
り
ま
す
が
、
先
人
た

ち
が
乗
り
越
え
て
き
た
英
知

を
見
習
い
、
そ
れ
ら
の
災
害

に
立
ち
向
か
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
青
々
と
茂
り
、
初

夏
の
風
に
揺
れ
る
水

田
を
見
る
と
、
今
年

こ
そ
は
災
害
も
な
く

豊
作
の
秋
を
迎
え
ら

え
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

編 集 委 員

　世界中で猛威を振るう新型コ

ロナウイルスでお亡くなりにな

られた方々のご冥福をお祈り致

します。

　また、自身の感染リスクを顧

みず日夜戦っている医療従事者

の方々に敬意を表します。

　執筆中の現在（４月下旬）は、

緊急事態宣言を受け、桜など花

を愛でる余裕もないまま新緑の

時期を迎えようとしております。

　私事ですが、３月には観光農

園（いちご）の来園者数は激減、

４月からは観光農園で多くの方

に来園いただくよりも、ウイル

ス感染拡大を防止する観点から

直売のみの営業としております。

　観光業や飲食店など様々な分

野での経済打撃は深刻な状態で

す。

　いつ収束するのか見通せない

現在、この状況が長く続くかも

しれない可能性を考えますと、

観光農園という営業形態も考え

直す必要があるのかもしれませ

ん。

　発刊される頃には事態が収束

し、すべての人が笑顔でいられ

るよう願っております。

（
執
筆
　
草
野
久
仁
昭

　
委
員
）

（執筆　蛭田秀史　副編集委員長）

いわき市農業委員会だより 第186号（6）2020年（令和２年）７月1日

トピックストピックス 《北部地
区》

　〔四倉・久
之浜・大久

・

　　小川・
川前・三和

地区〕

編
集
後
記

編
集
後
記

・

（
執
筆
　
和
田
正
人
　
委
員
）

　
2
0
1
1
年
3
月

11
日
の
東
日
本
大
震

災
、
そ
れ
に
伴
う
東

京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
東
京
都
か
ら

千
葉
、
茨
城
、
福
島

を
経
由
し
て
宮
城
県

の
岩
沼
駅
ま
で
を
結
ぶ
常
磐
線
は
、

か
な
り
の
区
間
で
運
行
で
き
な
い
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
に

は
久
ノ
浜
〜
竜
田
間
が
営
業
再
開
し

た
も
の
の
、
富
岡
〜
浪
江
間
20
.
8

㎞
は
不
通
の
ま
ま
で
し
た
。

　
そ
れ
が
つ
い
に
2
0
2
0
年
3
月

14
日
に
運
転
を
再
開
し
、
9
年
ぶ
り

に
常
磐
線
の
全
線
が
つ
な
が
り
ま
し

た
。
全
線
開
通
に
合
わ
せ
て
東
京
と

仙
台
を
直
通
で
結
ぶ
特
急
ひ
た
ち
も

3
往
復
で
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
復
旧
は
復
興
の
象
徴
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
運
転
再
開

を
祝
う
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
嬉
し
く

感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
約
一
年
前
に
は
平
成
最
後
の
J
R

の
開
業
し
た
駅
と
し

て
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

隣

接

す

る

J

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
災

害
時
に
は
原
発
事

故
の
復
旧
作
業
の

拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
、
2
0
2
0
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
復
興
の
象
徴
の
拠

点
と
し
て
聖
火
リ

レ
ー
の
出
発
地
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
が
決
定
し
、

聖
火
リ
レ
ー
も
中
止
、
延
期
と
な
り
、

お
祝
い
ム
ー
ド
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
や
自
粛
に
伴
い
半
減
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
考
慮
し
て
今
は
自
粛

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
騒
動
が
早

く
収
束
し
て
、
広
野
駅

の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
に
使

用
さ
れ
て
い
る
童
謡

「
汽
車
」
の
歌
詞
の
様

に
太
平
洋
の
海
岸
線
を

眺
め
な
が
ら
車
窓
を
流

れ
て
い
く
美
し
い
景
色

を
堪
能
で
き
る
日
常
が

来
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。
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